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整備 基本目標 快適で暮らしやすいまち

要 施策の目的 都市機能の更新・集積を進め、美しく快適で、にぎわいのある中心市街地を形成すること。

施策の方向 三島駅南北交通結節機能の充実

三島駅南北交通結節機能の充実に向けて、鉄道事業者に対して三島駅南口東街区再開発事業の進捗状況等を共有しつつ、情報交換等を実施した。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
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■ 維持　　　　 引き続き、鉄道事業者に対して事業の進捗状況等を共有しつつ、情報交換等を行うなかで南北自由通路整備の可能性を模索する。
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